
東
寺
蔵

・
相
覚
写

・
大

日
経
義
釈

に

つ
い
て

清

田

寂

雲

善
無
畏
の
講
説
、

一
行
の
筆
受
に
な
る
と
い
う

「
大
日
経
義
釈
」
に

は
、
古
く
か
ら
種
々
の
異
本
が
あ
り
、
具
つ
台
東
両
密
に
よ
つ
て
依
用

す
る
本

が
違
う
所
か
ら
、
宗
派
意
識
に
も
と
つ
く
優
劣
論
が
戦
わ
さ
れ

た
が
、
学
者
と
し
て
は
先
づ
以
て
異
本
を
集
め
て
校
合
す
る
の
が
、
何

よ
り
大
切
な
基
礎
工
作
で
あ
る
こ
と
は
、
云
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ

う
。
そ

の
意
味
で
今
こ
こ
に
取
上
げ
る
、
東
寺
す
な
わ
ち
教
王
護
国
寺

の
観
智
院

・
金
剛
蔵
十
七
ノ
箱
に
収
め
ら
れ
た
、
古
写
本
十
帖
は
極
め

て
注
目
さ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
私
が
該
本
の
存
在
を
知

つ
た
の

は
、
た
し
か
昭
和
十
五
年
頃
、
渋
谷
亮
泰
師

「昭
和
現
存
天
台
書
籍
綜

(
1
)

合
目
録
」
に
よ

つ
て
で
あ
る
が
、
当
時
叡
山
の
某
師
を
通
じ
て
拝
見
を

願

つ
た
け
れ
ど
も
、
東
寺
々
内
が
多
忙
の
故
を
以
て
許
さ
れ
ず
、
戦
後

昭
和
二
五
年
の
末
頃
、
幸
に
も
東
寺
長
者
で
あ
ら
れ
た
お
方
に
拝
眉
の

機
を
得
た
が
、
寒
冷
の
時
期
で
あ

つ
た
た
め
該
本
を
書
庫
か
ら
出
す
の

に
躊
躇

さ
れ
、
後
日
改
め
て
参
上
す
る
こ
と
に
し
て
辞
去
し
た
が
、
そ

の
後
同
長
者
が
遷
化
さ
れ
た
た
め
果
し
得
ず
、
昨
年
秋
に
至
つ
て
文
学

博
士

・
大
山
公
淳
先
生
の
御
尽
力
に
よ
り
初
め
て
宿
願
が
叶
い
、
十
二

月
十
三
日
に
此
の
写
本
を

一
見
し
奥
書
を
手
写
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

但
し
該
本
は
勿
論
門
外
不
出
の
法
宝
で
あ
り
、
詳
し
く
研
討
す
る
に
は

全
文
を
複
写
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
特
に
そ
の
こ
と
を
懇
願
し
許
可

を
得
た
の
は
、
法
幸

の
至
り
で
あ
る
が
、
複
写
の
作
業
に
手
間
ど
つ
た

た
め
、
今
年
五
月
十
二
日
よ
う
や
く
之
を
入
手

し
た
次
第
で
、
現
在
の

所
は

二
往

の
概
報
に
止
め
、
詳
細
な
発
表
は
後

日
に
譲
る
外
な
い
こ
と

を
、
お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
。

(一)
体
裁

・
巻
数

粘
葉
本
で
十
帖
。
第

一
か
ら
第
四
巻

つ
ま
り
住
心

品
全
部
と
、
具
縁
品
中
途
ま
で
は
欠
本
。
第
八

・
第
九
は
筆
跡
が
相
違

し
、
異
本
に
関
す
る
註
記
も
全
く
な
い
。
大
き
さ
は
各
巻
と
も
縦
二
四

セ
ン
チ
、
横
十
四

・
五
セ
ン
チ
、
表
紙
は
茶
色

で
あ
る
。
外
題
は

「大

日
経
義
釈
第
〇
」
と
し
、
そ
の
右
肩
に

「弥
」
、
右
下
隅

に

「某
宝
」

と
あ
る
。
内
題
は
「
既
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
義
釈
巻
第
〇
」
と
し
、

撰
号
は

「沙
門

一
行
述
記
」
で
あ
る
。

一
頁
は
七
行
で
各
行
の
字
数
は

十
七
乃
至
二
十
字
。

口
奥
書

(第
五
巻
)
嘉
保
二
年
歳
以
乙
亥

五
月
十
二
日
書
写
畢

東

寺
蔵

・
相
覚

写

・
大
日
経
義
釈

に
つ
い
て

(
清

田
)

二
七
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東
寺
蔵

・
相
覚
写

・
大
日
経
義
釈
に
つ
い
て

(
清

田
)

二
八

相
覚
記
之
(
第
六
巻
)
同
年
四
月
九
日

(
以
下
同
)

(
第
七
巻
)
同
年
七
月
光
日
於
横
川
日
光
房

(以
下
同
)

(
第
八
巻
)
寛
治
六
年
九
月
二
日
始
乗
四
日
奉
受
了

(
第
九
巻
)
-
奥

書
全
く
な
し

(
第
十
巻
永
長
二
年
丁
丑
二
月
廿
六
日

於
内

御
修
法
坦
所
書

写
了

同
月
廿
八
日

一
校
了

相
覚
記

(
第
十

一
巻
)
同
年
七
月
廿
九
日
於
洛
陽
書
写
畢

(
第
十
二
巻
承
徳
二
年
戊
寅
正
月
廿
三
日
於
日
光
房
書
写
畢

相

覚
記
(
第
十
三
巻
)
同
年
二
月
廿
六
日
書
写
畢

相
覚
記

(
第
十
四
巻
)
同
年
四
月
十
五
日
於
日
光
房
書
写
畢

相
覚
記

更
に
そ
の
後
に
各
巻
と
も
朱
筆
で
、
次
の
よ
う
な
付
記
が
あ
る
。

(
第
五
)
承
徳
二
年

戊
寅
戊
寅
九
月
十
六
日
移
点
了
以
十
巻
義
釈

徳
清
本

山
家
本

廿
巻
疏

遍
明
本
十
巻
釈
義
備
中
本

合
七

本
比
校
了
云
、
己
上
件
本
書
以
朱
書
付
之

相
覚
記

(
第
六
)
承
徳
三
年
歳
次

乙
卯
四
月
廿
四
日
於
日
光
房
以
海
岸

本

移
点
畢

件
点
本

云

前
後
合
以
十
本
比
校
之
了
云
、

(
第
七
)
承
徳
三
年

乙
卯
七
月

一
日
於
坦
前
移
点
了

(
第
八
)
(第
九
)
-
全

く
な
し

(
第
十
)
康
和
二
年
庚
辰
三
月
廿
日
以
海
岸
点
本
移
点
畢

相
覚

記
之

(第
十

二
)
同
年
三
月
廿
日
於
日
光
房
以
海
岸
点
本
移
点
了

覚

記
(第
十
二
)
同
年
四
月
二
日
於
日
光
房
以
海
岸
本
移
点
了

(第
十
三
)
同
年
四
月
十
二
日
於
日
光
房
以
海
岸
本
移
点
了

(第
十
四
)
同
年
四
月
廿

一
日
於
日
光
房
以
海
岸
本
移
点
了

相

覚
記

国
本
書
の
系
統
種
別
は
、

一
見
し
て
慈
覚
本
す
な
わ
ち
再
治
本
の
中

の
、
慈
覚
大
師
円
仁
将
来
本
に
属
す
る
こ
と
が
分
る
。
周
知
の
よ
う
に

台
密
依
用
の
本
で
あ
る
が
、
惜
し
む
ら
く
は
初

の
四
冊

が
欠
け

て
お

り
、
而
も
又
第
八

・
第
九
の
二
冊
は
体
裁
こ
そ
同
じ
で
あ
る
が
、
筆
者

は
異
な
る
ら
し
く
恐
ら
く
別
本
だ
つ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
次
に
表
紙

の
右
下
隅
に
あ
る
某
宝
な
る
署
名
は
、
有
名
な
東
寺
の
三
宝
の
随

二
で

あ
る
の
か
否
か
、
今
の
と
こ
ろ
私
に
は
確
認
出
来
な
い
が
、
も
し
そ
の

人
だ
つ
た
と
す
れ
ば

一
三
〇
六
年
か
ら

二
三
六
二
年
ま
で
の
人
で
あ
る

か
ら
、
十
四
世
紀
に
東
寺
の
有
に
帰
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に

書
写
年
代
は
奥
書
の
示
す
所
で
は
嘉
保
二
年

(
一
〇
九
五
(
か
ら
承
徳
二

年

(
一
〇
九
八
)
ま
で
に
写
さ
れ
、
康
和
二
年

(
一
一
〇
〇
(
ま

で
に
異

本
の
註
記
が
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
凡
そ
八
八
〇

年
前

の
写
本

で
あ

り
、
写
さ
れ
た
揚
処
は
第
七
巻
末
に
横
川
日
光
房
と
し
、
第
十
二

・
第

十
四
巻
末
に
も
日
光
房
と
あ
り
、
朱
筆
の
付
記
に
も
第
六

・
第
十

・
第

十

一
・
第
十
二

・
第
十
三

・
第
十
四
巻
末
で
は

日
光
房

と
な

つ
て
い

る
。
之
は
叡
山
の
横
川
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
当
時
横
川
の
ど
の

-552-



部

分

(
た
と
え
ば
都
率
谷

と
か
般
若
谷

と
か
)
に

日
光
房

と

い
う

寺

が
あ

つ

ダ
ィ

ミ

シ

ホ

た
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
な
い
。
第
十
巻
で
は
内

・
御
修
法
坦

所
に
お

い
て
写
し
た
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
宮
中
の
玉
体
安
穏
の
祈
濤
を

す
る
道
場
で
、
と
い
う
意
味

で
あ
ろ
う
。
第
十

一
巻
は
洛
陽
に
お
い
て

写
す
と
あ
る
が
、
詳
し
く
は
不
明
。
筆
者
は
相
覚
と
い
う
の
み
で
肩
書

ら
し
い
も
の
が
全
く
な
く
、
伝
歴
も
未
詳
で
あ
る
が
、
右

「
日
光
房
」

の
住
持

で
あ
ろ
う
か
。
御
修
法
に
出
仕
し
た
と
す
れ
ば
、
相
当
な
地
位

の
人
で
あ
ろ
う
と
想
わ
れ
る
が
、
す
べ
て
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

恐
ら
く
当
初
は
叡
山
の
横
川
に
在
つ
た
も
の
が
、
後
世
何
等
か
の
事
情

に
よ
つ
て
散
供
し
、
東
寺

の
某
宝
の
手
に
入
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
但
し

某
宝
が
入
手
し
た
時
に
十
四
冊
が
完
全
に
揃
つ
て
い
た
の
か
、
或
は
そ

の
頃
す

で
に
十
冊
し
か
な
か
つ
た
の
か
、
そ
の
点
は
た
し
か
め
る
す

べ

も
な
い
。

四
本
書

の
特
色
は
第

一
に
書
写
年
代
が
古
い
こ
と
で
あ
る
。
前
記
の

渋
谷
目
録

で
み
て
も
、
慈
覚
本
義
釈
で
は
こ
れ
ほ
ど
古
い
も
の
は
見
ら

れ
な
い
、
少
な
く
と
も
十
四
巻
の
う
ち
十
巻
ま
で
揃

つ
た
も
の
と
し
て

は
、
此
本

が
最
古
の
よ
う
で
あ
る
。
も

つ
と
も
そ
れ
は
他
本
に
比
較
し

て
で
あ

つ
て
、
将
来
以
後
す
で
に
約
二
百
五
十
年
を
過
ぎ
て
お
り
、

又

一
般
論

と
し
て
も
書
写
年
代
が
古
い
か
ら
と
て
、
そ
の
内
容
が
無
条
件

に
信
用
出
来
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
多
く
の
実
例
も
あ
り
、
又
私
も

該
本
の
中
に
若
干
の
写
誤
ら
し
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
認

め
て
い
る

が
、
と
に
か
く
稀
有
な
古
写
本
で
あ
る
こ
と
自
体
、
注
目
に
値
す
る
こ

と
に
違
い
な
い
。

第
二
に
前
者
に
も
増
し
た
特
色
は
、
数
多
の
異
本
を
校
合
し
て
そ
の

相
違
点
を
朱
筆
で
註
記
し
て
い
る
こ
と
。
先
に
記
す
よ
う
に
第
五
巻
末

に
は
、
朱
筆
で
十
巻
義
釈
な
ど
の
七
本
を
あ
げ
る
が
、
実
は
そ
れ
ら
の

他
に
も
海
岸
本
な
る
も
の
が
第
六

・
十

・
十

二
・
十
二

・
十
三

・
十
四

の
巻
末
に
見
え
、
さ
ら
に
或

二
本

・
花
本

・
中
将
本

・
中
院
本

・
安
本

と
い
う
名
称
が
処

々
に
あ
る
。
こ
れ
ら

一
一
の
写
本
に
つ
い
て
は
第

一

巻
の
奥
書
に
お
い
て
、
何
程
か
の
説
明
が
在

つ
た
の
で
は
な
い
か
と
想

う
が
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
が
欠
本
で
あ
る
た
め
、
窺
う
こ
と
が
出
来
な

い
。
各
品
ご
と
の
異
同
註
記
の
数
は
、
具
縁
品

(但
し
第
五
.
六
巻
の
み
)

三
二
二
、
息
障
品
九
、
普
通
真
言
蔵
品
四
三
、
転

字
輪
品
余

(第
+
巻

初
)
四
四
、
密
印
品

二
二
四
、
秘
密
曼
茶
羅
品

二
八
二
、
入
秘
密
曼
茶

羅
法
品
十
三
、
入
秘
密
曼
茶
羅
位
晶
二
九
、
秘
密
八
印
品
十
二
、
持
明

禁
戒
品
十
二
、
阿
閨
梨
真
実
智
品
三
六
、
布
字
品
十
、
受
方
便
学
処
品

二
五
八
、
説
百
字
生
品
十
六
、
百
字
果
相
応
品

四

一
、
百
字
位
成
品
七

六
、
百
字
成
就
持
諦
品
三
八
、
百
字
真
言
法
品

十
二
、
説
菩
提
性
十

一
、
三
三
昧
耶
品
十
五
、
説
如
来
品
六
、
世
出
世
護
摩
法
品
五
八
、
説

本
尊
三
昧
品
二
七
、
品
十
二
、
大
日
経
抄
記
二
三
、
合
計

二
三
七

一
ヶ

処
に
及
ぶ
。
も
し
第

一
乃
至
第
四
巻
と
、
第
八

・
第
九
巻
と
が
全
部
完

備
し
て
お
れ
ば
、
二
〇
〇
〇

ヶ
処
を
遙
か
に
超

え
る
異
同
が
あ
つ
た
も

の
と
想
う
。

(五)
対
校
本
す
べ
て
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
至
難
で
あ
る

東
寺
蔵

・
相
覚
写

・
大

日
経
義
釈

に
つ
い
て

(
清

田
)
 

二
九
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東
寺
蔵

・
相
覚
写

・
大
日
経
義
釈

に

つ
い
て

(
清

田
)

三
〇

が
、

一
・
二
の
私
見
を
陳
べ
て
み
た
い
。
十
巻
義
釈
と
は
智
証
大
師
円

珍
来
本
で
あ
り
、
徳
清
本
と
は
奈
良
西
大
寺
得
清
の
将
来
本
、
山
家
本

は
之
を
少

し
く
修
正
し
た
も
の
で
、
何
れ
も
十
四
巻
本
。
廿
巻
疏
と
は

云
う
ま
で
も
な
く
弘
法
大
師
空
海
の
請
来
本
で
あ
り
、
遍
明
本
と
は
遍

明
和
尚
す

な
わ
ち
真
如
親
王
が
、
唐
か
ら
送

ら
れ
た

と
い
う
再
治
本

で
、
此
等

に
つ
い
て
は
円
珍
の
義
釈
目
録
縁
起
と
、
五
大
院
安
然
の
八

家
秘
録
と
に
記
さ
れ
て
お
る
他
、
私
も
曾
て
論
じ

た
こ
と
が
あ
る
の

(
2
)

で
、
今
は
省
略
す
る
が
、
た
だ
遍
明
本
は
秘
録
に
よ
る
と
、
禅
林
寺
宗

叡
の
将
来
本
に
同
じ
く
、
慈
覚
本
と
は
異
な
る
旨

の
註
記

が
あ
る
の

で
、
再
治
本
の
中
に
も
異
本
が
あ

つ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
が
、
果

し
て
ど
の
程
度
の
異
な
り
で
あ

つ
た
か
は
、
遍
明
本
そ
の
も
の
が
未
発

見
の
今
日

で
は
、
該
写
本
の
註
記
に
よ

つ
て
推
察
す
る
以
外
に
、
方
法

が
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
十
巻
釈
義
と
い
う
の
は
、
如
何
な
る
本
で
あ
ろ
う
か
?

之
は

実
に
難
問

で
あ
る
。
我

々
の
知
る
限
り
で
は
釈
義
と
い
う
名
称
は
、
得

清
本
第
二
下
の
巻
首
と
、
弘
法
本
の
古
写
本

で
大
正
蔵
経
三
九
巻
に
収

め
ら
れ
た
、
嘉
保
二
年

(
一
〇
九
五
)
伝
受
の
仁
和
寺
本
の
末
尾
と
の
、

二
ケ
処
に
見
ら
れ
る
の
み
で
他
に
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
又
、
義
釈
目

録

・
八
家
秘
録
と
も
に
釈
義
な
る
名
称
で
十
巻
本
と
い
う
の
は
、
存
在

し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
も

つ
と
も
単
に
十
巻

と

い
う
巻
数

だ
け
な
ら

ば
、
秘
録
に
は
玄
肪
僧
正
の
将
来
本
が
あ
る
が
、

そ
の
名
称
は
義
記
と

な
つ
て
い
る
。

又
周
知
の
よ
う
に
秘
録
に
は
、
弘
法
請
来
本
は
疏
と
名
づ
け
る
十
四

巻
本
で
あ

つ
て
、
二
十
巻
本
の
疏
は
弘
法
そ
の
人
が
治
定
し
た
も
の
、

と
書
い
て
あ
る
が
、
義
釈
目
録
に
は
左
様
な
こ
と
は
全
く
記
さ
れ
て
お

ら
ず
、
二
十
巻
疏
を
以
て
空
海
和
尚
本
と
す
る
、
即
ち
十
四
巻
疏
な
る

も
の
は
、
義
釈
目
録
に
は
見
え
な
い
、
つ
ま
り

円
珍
は
全
く
知
ら
な
か

つ
た
、
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
円
珍
と
安
然

の
二
師
は
法
系
は
近

い
け
れ
ど
も
、
種

々
異
見
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
問
題

の
如
き
も
我

々
は
果
し
て
何
れ
に
従
う
べ
き
か
、
悩
ま
さ
れ
る
の
で
あ

る
が
、
曾
て
論
じ
た
通
り
、
廿
巻
の
疏
が

二
行

の
筆
録
し
た

「
草
本
」

そ
の
ま
ま
で
あ
る
、

と
い
う
の
は
明
ら
か
に
謬

り
で
あ
り
、
中
世
東
密

学
者
の
創
作
し
た
も
の
に
相
違
な
い
。
事
実
は
弘
法
そ
の
人
に
よ
つ
て

若
干
の
手
が
加
え
ら
れ
た
、

と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
又
、
安
然
と
い

う
人
は
時
と
し
て
、
頗
る
自
由
な
扱
い
を
す
る
風
が
あ
る
こ
と
も
、
よ

く
知
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
例
え
ば
釈
摩
詞
衛
論

の
真
偽
問
題

の

よ
う
な
、
教
義
上
の
こ
と
が
ら
と
は
性
質
の
違
う
も
の
で
あ
り
、

こ
う

し
た
問
題
に
つ
い
て
全
く
無
根
の
事
実
を
記
載
し
た
こ
と
は
、
考
え
ら

れ
な
い
と
私
は
思
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
又
、

空
海
と
い
う
人
は
、
時

に
よ
る
と
文
献
を
改
変
し
伝
説
を
創
作
す
る
こ
と
も
、
敢
て
辞
さ
な
い

(
3
)

よ
う
な
所
が
あ

つ
た
、
そ
の
辺
か
ら
推
察
す
れ
ば
請
来
し
た
の
は
十
四

巻
で
、
世
間
に
発
表
し
た
の
は
改
訂
本
の
廿
巻
だ
つ
た
、
と
い
う
秘
録

の
記
述
も
無
稽
の
こ
と
と
は
言
え
な
い
。

今
の
写
本
の
第
六
巻
の
中
に
、
木
版
本
義
釈
三
三
丁
左
第
七
行
の
始
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ま
る
前

に
梱
当
す
る
処
で
あ
る
が
、
傍
註
し
て

釈
義
第
四
、
廿
本
第
八
了

と
云
う
。

事
実
弘
法
本
は
た
し
か
に
此
処
で
、
第
八
巻
が
終
了
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
釈
義

の
調
巻
に
つ
い
て
は
本
写
本
中
、
之
以
外
に
記
載

が
な
い
の
で
、
こ
の

一
ケ
処
の
み
で
断
定
す
る
の
は
難
し
い
が
、
と
も

か
く
こ
こ
で
十
巻
釈
義
の
第
四
と
、
廿
巻
疏
の
第
八
と
が
同
様
に
終

つ

て
い
る

の
は
、
頗
る
注
目
す
べ
き
点
で
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
之
が
偶

然
の

一
致
な
ら
ば
別
と
し
て
、
そ
う
で
な
く
て
釈
義
第

二
の
終
り
は
廿

巻
疏
第
二

の
末
尾
、
釈
義
第
二
の
末
は
廿
巻
疏
第
四
の
終
り
…
…
と

い

う
風
に
、

一
致
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
之
は
問
題
で
あ
る
。

こ
こ

で
敢
て

二
の
試
論
を
陳
べ
る
な
ら
ば
、
廿
巻
疏
は
元
来
、
十
巻

釈
義
を
開

い
て
廿
巻
に
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
?

即
ち
空
海
は
釈

義
と
名
け

る
十
巻
の
本
を
請
来
し
た
が
、
思
う
所
あ

つ
て
之
に
若
干
の

改
訂
を
加

え
、
二
十
巻
に
改
め
て
世
間
に
流
布
さ

せ
た

の
で
は
な
い

か
?

そ
し
て
現
在
大
正
大
蔵
経
に
載
せ
る
疏
の
底
本
た
る
、
右
の
仁

和
寺
本
の
末
尾
に
、
た
ま
た
ま
原
本
の
名
称
た
る
釈
義
が
残
さ
れ
て
い

た
、
と
考

え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
疏
と
い
う
呼
称
は

一
般
的
な

も
の
で
、

例
え
ば
慈
覚
本
に
し
て
も
将
来
録
に
は
疏
と
な
つ
て
い
る
。

空
海
は
便

宜
上
こ
の

一
般
的
な
名
称
を
採

つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
私

は
八
家
秘
録
に
云
う
、
弘
法
請
来
本

・
十
四
巻
疏
と
は
、
何
か
の
謬
り

で
あ
つ
て
、
彼
の
請
来
本
は
十
巻
だ
つ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
想
像
す

る
。
十
四
巻
を
開

い
て
二
十
巻
に
す
る
の
は
、
稽

不
自
然
な
よ
う
に

思
わ
れ
、
十
巻
を
開
い
て
二
十
巻
に
し
た
と
考

え
る
方
が
、
は
る
か
に

妥
当
と
思
わ
れ
る
の
と
、
本
写
本
中
の
註
記
に
お
い
て
、

釈
義

・
徳
清
本

・
山
家
本

・
廿
巻
疏

の
四
本
が

一
致
す
る
場
合
が
極
め
て
多

い
。
た

め
に

こ
れ
ら
を

「
四

本
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
系
統
的
に
云
え
ば
何
れ
も
未

再
治
本
、
す
な
わ
ち

二
行
整
理
本
に
属
し
、
温
古
の
序
文
も
な
く
智
撮

の
手
も
加
わ
つ
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
、

二
致
点
が
多
い
の
も
当
然
で

あ
ろ
う
。
又
、
慈
覚
本
と
遍
明
本
と
は
之
亦
よ
く

一
致
し
て
、
前
記
四

本
と
は
異
な
る
例
が
多
数
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
本
は
共
に
再
治
本

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
れ
も
当
然
で
あ

ろ
う
。

と
も
か
く
八
八
〇
年
も
昔
に
、
こ
の
よ
う
な
地
味
な
調
査
を
成
さ
れ

た
先
学

の
在
る
こ
と
に
、
驚
き
具
つ
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後

該
写
本
を
極
力
活
用
し
た
い
と
念
じ
て
止
ま
な
い
。

1

上
巻
四
二
七
頁
下

2

高
野
山
大
学

「密
教
研
究
」
八
五
・
八
六
号
、
天
台
宗
教
学
研
究
所

「教
学
紀
要
」
第

二
輯
八
四
頁
以
下
、

3

「
天
台
学
報
」
第
十
三
号
二
三
頁
以
下

(附
記
)

東
寺
金
剛
蔵
の
古
写
本
拝
見
は
全
く
大
山
公
淳
先
生
の
御
紹
介

に
依
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
記
し
て
拝
謝
す
る
。

東
寺

蔵

・
相
覚
写

・
大
日
経
義
釈
に

つ
い

て

(
清

田
)

一三
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